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【ポイント】 

・火山から放出された噴煙の中に含まれる水蒸気の同位体含有率を正確に求める新手法を

開発した。 

・噴煙の中に含まれる水蒸気の同位体含有率から、それが火山から放出された時の同位体

含有率が復元できることが明らかになった。 

・今後は噴火時に放出された水蒸気の同位体含有率から、火山の噴火メカニズム（マグマ噴

火か？それとも水蒸気噴火か？）を判別できるようになり、火山内における流体挙動やその

時間変化をリアルタイムに把握できるようになる可能性がある。 

 

【研究背景と内容】 
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